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地域学論集 2 巻第 2 号(2015) 
ての認識を高めることで「生きる力」を育むことが示された。それを受け，1998 年に告示された学
習指導要領で初めてボランティア活動について明記された。また，2000 年の教育改革国民会議の最








































性別 男性 76 (36.7)
女性 131 (63.3)












属　性 学年 ［４カテゴリー］ 1)１年，2)２年，3)３年，4)４年
性別 ［２カテゴリー］ 1)男性，2)女性
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62.7％，中学期 78.4％，高校期 82.9％， 
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図５ 学校教育でのボランティア活動導入への評価    図６ ボランティア活動の適切な導入時期 
活動のきっかけ 授業 -0.008 0.113 -0.010 -0.001
クラブ活動 -0.042 -0.035 0.085 0.019
その他の学校での活動・紹介 0.204 * 0.268 ** 0.104 0.063
町内会活動 0.113 0.126 -0.035 0.010
子ども会活動 -0.027 0.051 -0.053 0.082
地域の任意団体に所属 0.118 0.101 0.125 0.198 *
自ら情報収集 0.051 0.025 -0.027 0.059
活動の意義認識 自分のため 0.302 ** 0.363 ** 0.246 * 0.383 **
社会のため 0.174 * 0.273 * 0.249 * 0.264 **
色々な人との出会い 0.099 0.150 0.315 ** 0.351 **
活動内容への興味 0.402 ** 0.421 ** 0.318 ** 0.441 **
活動の楽しさ 0.376 ** 0.294 ** 0.269 * 0.217 *
社会的な評価 0.187 * 0.296 ** 0.203 0.177





















































実感で活動が継続される。     
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2) 生涯学習審議会答申.今後の社会の動向に対応した生涯学習の振興方策について.平成４年 7月 
3) 青少年問題審議会意見具申．豊かさとゆとりの時代に向けての青少年育成の基本的方向－青少年
期のボランティア活動の促進に向けて.平成 6年 3月 
4) 中央教育審議会答申．21 世紀を展望したわが国の教育の在り方について〔第一次答申〕.平成 8 年
7月 
5) 文部科学省.学校教育及び社会教育における体験活動の促進について（13 文科初第 597 号）.平
成 13 年 9月 
6) 中央教育審議会答申.21 世紀を展望したわが国の教育の在り方について〔第二次答申〕.平成 9
年 6月 
文部科学事務次官通知.完全学校週５日制について（13 文科初第 1000 号）.平成 14 年 3月 
7) 文部科学事務次官通知.高等学校の入学者選抜について.平成 5年 2 月 
8) 上畑良信.大学の教育課程と学生のボランティア活動－その教育的意義と若干の具体的方策－.
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